
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 東海財務局長

【提出日】 平成22年８月12日

【四半期会計期間】 第132期第１四半期(自  平成22年４月１日  至  平成22年６

月30日)

【会社名】 大日本木材防腐株式会社

【英訳名】 Dainihon Wood-Preserving Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 取締役社長　鈴　木　龍一郎

【本店の所在の場所】 名古屋市港区千鳥一丁目３番17号

【電話番号】 名古屋 (052) 661局 1502番

【事務連絡者氏名】 取締役執行役員管理本部長　　堤　　　時　英

【最寄りの連絡場所】 名古屋市港区千鳥一丁目３番17号

【電話番号】 名古屋 (052) 661局 1502番

【事務連絡者氏名】 取締役執行役員管理本部長　　堤　　　時　英

【縦覧に供する場所】 株式会社名古屋証券取引所

　 (名古屋市中区栄三丁目８番20号)

　 　

　 　

　

EDINET提出書類

大日本木材防腐株式会社(E00623)

四半期報告書

 1/27



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第131期
第１四半期
累計(会計)期間

第132期
第１四半期
累計(会計)期間

第131期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ６月30日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    ６月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (千円) 3,696,2524,312,19415,815,531

経常利益又は
経常損失（△）

(千円) △1,152 140,680 282,664

四半期(当期)純利益 (千円) 1,832 73,130 158,269

持分法を適用した
場合の投資利益又は
投資損失（△）

(千円) △14,211 26,497 24,710

資本金 (千円) 207,000 207,000 207,000

発行済株式総数 (千株) 4,140 4,140 4,140

純資産額 (千円) 2,218,4902,392,5722,375,874

総資産額 (千円) 11,289,79411,914,37711,703,759

１株当たり純資産額 (円) 537.40 579.63 575.58

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 0.44 17.72 38.34

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 7.50

自己資本比率 (％) 19.7 20.1 20.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △624,214 205,176 342,052

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 34,626 △5,957 △82,736

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 309,169△166,185△226,643

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 646,202 992,172 959,250

従業員数 (名) 214 236 218

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

３　従業員数は就業人員数を記載しております。

４　第131期の１株当たり配当額７円50銭には、特別配当２円50銭を含んでおります。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業

の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数(名) 236

(注)  従業員数は就業人員数であり、当社から他社への出向者、他社から当社への出向者はおりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

木材事業 1,448,411 ―

その他 95,894 ―

合計 1,544,306 ―

(注) １  金額は、製品製造原価によっております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 商品仕入実績

当第１四半期会計期間における商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

木材事業 2,165,735 ―

合計 2,165,735 ―

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 受注実績

当第１四半期会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

木材事業 1,008,623 ― 435,163 ―

その他 30,348 ― 2,151 ―

合計 1,038,971 ― 437,314 ―

(注) １  「木材事業」「その他」の一部については受注生産によっております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(4) 販売実績

当第１四半期会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

木材事業 4,097,391 ―

不動産事業 56,834 ―

その他 157,969 ―

合計 4,312,194 ―

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価

証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、アジアを中心とした新興国の経済成長や緩やかな内需

回復を背景に、企業収益に回復の兆しが見え始めましたが、欧州の信用不安、デフレの継続等景気下振れ

懸念も残り、依然として予断を許さない状況で推移しました。

木材業界におきましては、建築資材の需要に影響を与える新設住宅着工戸数が前年と同様に低い水準

で推移するなど厳しい環境が続きました。

このような状況のなか、当第１四半期会計期間の売上高は積極的な営業活動により、43億1千2百万円

（前年同期比16.7％増）となりました。利益面では、販売費及び一般管理費は増加しましたが、売上原価

率が改善したことにより、営業利益は1億3千7百万円、経常利益は1億4千万円、四半期純利益は7千3百万円

と前年同期に比べそれぞれ改善しました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

木材事業では、新設住宅着工戸数は依然低い水準にありますが、市況の回復傾向に伴い販売数量が増加

し、販売価格も上昇しました。この結果、売上高は40億9千7百万円、セグメント利益は1億9百万円となりま

した。

不動産事業では、賃貸用建物の安定的な稼働状況が続いたため、売上高は5千6百万円、セグメント利益

は1千9百万円となりました。

その他では、当社は木材害虫防除関連の事業を行っており、売上高は1億5千7百万円、セグメント利益は

8百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

①流動資産

当第１四半期会計期間末における流動資産の残高は58億5千8百万円となり、前事業年度末に比べ2億

5千5百万円増加しました。その主なものはたな卸資産が1億8千万円増加したためです。

　

②固定資産

当第１四半期会計期間末における固定資産の残高は60億5千5百万円となり、前事業年度末に比べ4千

4百万円減少しました。その主なものは投資有価証券が3千1百万円減少したためです。

　

③流動負債

当第１四半期会計期間末における流動負債の残高は80億2千4百万円となり、前事業年度末に比べ3億

1千8百万円増加しました。その主なものは仕入債務が3億8千7百万円増加したためです。

　

④固定負債

当第１四半期会計期間末における固定負債の残高は14億9千6百万円となり、前事業年度末に比べ1億

2千4百万円減少しました。その主なものは長期借入金が1億2千4百万円減少したためです。

　

⑤純資産

当第１四半期会計期間末における純資産の残高は23億9千2百万円となり、前事業年度末に比べ1千6

百万円増加しました。その主なものは四半期純利益を7千3百万円計上したこと等により、利益剰余金が

4千2百万円増加したためであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間のキャッシュ・フローにつきましては、営業活動による資金の増加は2億5百万

円、投資活動による資金の減少は5百万円、財務活動による資金の減少は1億6千6百万円となり、その結果、

現金及び現金同等物の残高は前事業年度末に比べ3千2百万円増加し、9億9千2百万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期会計期間において営業活動の結果得られた資金は2億5百万円（前年同四半期は6億2千

4百万円の資金減少）となりました。これは主にたな卸資産の減少額1億8千万円があったものの、仕入

債務の増加額3億5千5百万円があったこと等によるものです。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期会計期間において投資活動の結果使用した資金は5百万円（前年同四半期は3千4百万

円の資金増加）となりました。これは主に定期預金の払戻による収入8千4百万円があったものの、定期

預金の預入による支出3千万円、有形固定資産の取得による支出5千5百万円があったこと等によるもの

です。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期会計期間において財務活動の結果使用した資金は1億6千6百万円（前年同四半期は3億

9百万円の資金増加）となりました。これは主に長期借入金の返済による支出1億3千5百万円があった

こと等によるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期会計期間の研究開発費の総額は6,107千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設、除去等について、

重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除去等はありません。

　

EDINET提出書類

大日本木材防腐株式会社(E00623)

四半期報告書

 8/27



第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,560,000

計 16,560,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,140,000 4,140,000
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 4,140,000 4,140,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年６月30日 ― 4,140 ― 207,000 ― 4,299

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成22年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式

12,000
(相互保有株式)
普通株式

778,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

3,310,000
3,310 ―

単元未満株式
普通株式

40,000
― ―

発行済株式総数 4,140,000― ―

総株主の議決権 ― 3,310 ―

(注)　単元未満株式数には、大日コンクリート工業株式会社保有の相互保有株式839株及び当社保有の自己保有株式　　

221株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成22年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式) 　 　 　 　 　

大日本木材防腐株式会社
 

名古屋市港区千鳥
一丁目３番17号

12,000 ― 12,000 0.29

(相互保有株式) 　 　 　 　 　

大日コンクリート工業
株式会社

名古屋市中区栄
二丁目９番26号

778,000 ― 778,000 18.79

計 ― 790,000 ― 790,000 19.08
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月

最高(円) ― ― ―

最低(円) ― ― ―

(注)  最高・最低株価は、名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期累計期間

(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第１四半期

会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第１四半期累計期間(平成22年４月１日か

ら平成22年６月30日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期会計期間(平成21年４月１日か

ら平成21年６月30日まで)及び前第１四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)に係

る四半期財務諸表並びに当第１四半期会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第１

四半期累計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、栄監査法

人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,016,172 1,037,250

受取手形及び売掛金 3,104,456 3,037,882

商品及び製品 1,080,690 856,822

仕掛品 19,479 24,247

原材料及び貯蔵品 383,461 408,248

未成工事支出金 65,504 79,315

繰延税金資産 53,247 51,918

その他 195,149 168,196

貸倒引当金 △59,600 △60,400

流動資産合計 5,858,561 5,603,483

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 2,847,032

※
 2,861,534

土地 2,206,729 2,206,729

その他（純額） ※
 282,690

※
 275,858

有形固定資産合計 5,336,452 5,344,121

無形固定資産 32,359 36,762

投資その他の資産

投資有価証券 436,037 467,250

その他 370,766 369,441

貸倒引当金 △119,800 △117,300

投資その他の資産合計 687,003 719,391

固定資産合計 6,055,816 6,100,276

資産合計 11,914,377 11,703,759

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,584,047 4,196,533

短期借入金 3,108,624 3,123,524

未払法人税等 55,200 93,331

賞与引当金 52,658 95,104

その他 224,395 198,308

流動負債合計 8,024,925 7,706,800

固定負債

長期借入金 927,947 1,052,603

退職給付引当金 148,877 143,075

役員退職慰労引当金 129,129 128,873

長期預り保証金 81,384 81,233

繰延税金負債 149,076 167,797

その他 60,464 47,502

固定負債合計 1,496,879 1,621,084

負債合計 9,521,804 9,327,884
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(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 207,000 207,000

資本剰余金 4,491 4,491

利益剰余金 2,102,700 2,060,528

自己株式 △5,144 △5,144

株主資本合計 2,309,047 2,266,874

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 81,957 100,565

繰延ヘッジ損益 1,567 8,433

評価・換算差額等合計 83,524 108,999

純資産合計 2,392,572 2,375,874

負債純資産合計 11,914,377 11,703,759
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 3,696,252 4,312,194

売上原価 3,296,621 3,748,078

売上総利益 399,631 564,116

販売費及び一般管理費 ※１
 401,506

※１
 426,618

営業利益又は営業損失（△） △1,875 137,497

営業外収益

受取利息 103 56

受取配当金 7,326 9,678

為替差益 7,567 4,397

雑収入 1,520 2,354

営業外収益合計 16,518 16,485

営業外費用

支払利息 12,010 10,219

手形売却損 3,784 2,583

雑損失 － 500

営業外費用合計 15,794 13,303

経常利益又は経常損失（△） △1,152 140,680

特別利益

貸倒引当金戻入額 13,307 －

特別利益合計 13,307 －

特別損失

固定資産除却損 － 8,801

投資有価証券評価損 8,762 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,310

特別損失合計 8,762 15,112

税引前四半期純利益 3,392 125,568

法人税等 ※２
 1,560

※２
 52,437

四半期純利益 1,832 73,130
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 3,392 125,568

減価償却費 68,296 65,120

のれん償却額 2,000 2,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △73,200 1,700

賞与引当金の増減額（△は減少） △42,757 △42,446

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,991 5,802

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 277 255

受取利息及び受取配当金 △7,430 △9,734

支払利息 12,010 10,219

固定資産除却損 － 8,801

投資有価証券評価損益（△は益） 8,762 －

売上債権の増減額（△は増加） 144,678 △79,392

たな卸資産の増減額（△は増加） 270,457 △180,500

仕入債務の増減額（△は減少） △882,948 355,835

未払金の増減額（△は減少） △121,509 94,543

未収消費税等の増減額（△は増加） 26,660 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 37,327 △47,929

その他 △8,599 △12,783

小計 △557,589 297,061

利息及び配当金の受取額 7,430 9,734

利息の支払額 △12,043 △10,079

法人税等の支払額 △62,012 △91,540

営業活動によるキャッシュ・フロー △624,214 205,176

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △26,000 △30,000

定期預金の払戻による収入 72,000 84,000

投資有価証券の取得による支出 △50 △59

有形固定資産の取得による支出 △9,149 △55,442

有形固定資産の売却による収入 － 150

無形固定資産の取得による支出 △900 －

その他 △1,273 △4,606

投資活動によるキャッシュ・フロー 34,626 △5,957

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 496,000 △4,000

長期借入金の返済による支出 △161,037 △135,556

リース債務の返済による支出 △2,384 △3,128

配当金の支払額 △23,408 △23,501

財務活動によるキャッシュ・フロー 309,169 △166,185

現金及び現金同等物に係る換算差額 △48 △110

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △280,466 32,922

現金及び現金同等物の期首残高 926,669 959,250

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 646,202

※
 992,172
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第１四半期会計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

　当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月

31日）を適用しております。

　これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ379千円減少し、税引前

四半期純利益は6,690千円減少しております。

　

【簡便な会計処理】

　

項目
当第１四半期会計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１  棚卸資産の評価方法 　当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略

し、前事業年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定

する方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなも

のについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっ

ております。

２  繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経

営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められ

るので、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

項目
当第１四半期会計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

税金費用の計算 　当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算する方法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末
(平成22年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額　　5,194,247千円※　有形固定資産の減価償却累計額　　5,137,029千円

　　受取手形割引高　　　　　　　　　　818,115千円 　　受取手形割引高　　　　　　　　　　840,989千円

　

(四半期損益計算書関係)

第１四半期累計期間

　

前第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給料 113,326千円

発送運賃 98,820千円

賞与引当金繰入額 21,609千円

退職給付費用 6,137千円

貸倒引当金繰入額 －千円

役員退職慰労引当金繰入額 277千円

※２　税金費用については、四半期財務諸表の作成に特有

の会計処理により計算しているため、法人税等調

整額は「法人税等」に含めて表示しております。

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給料 137,048千円

発送運賃 109,486千円

賞与引当金繰入額 25,256千円

退職給付費用 6,751千円

貸倒引当金繰入額 1,887千円

役員退職慰労引当金繰入額 255千円

※２　同左

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 670,202千円

　　　計 670,202千円

預入期間が３か月超の定期預金 △24,000〃

現金及び現金同等物 646,202千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,016,172千円

　　　計 1,016,172千円

預入期間が３か月超の定期預金 △24,000〃

現金及び現金同等物 992,172千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  

平成22年６月30日)

　

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 4,140,000

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 12,221

　

３  新株予約権の四半期会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 30,958 7.5平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(持分法損益等)

関連会社に関する事項

第１四半期累計期間

　

前第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

関連会社に対する投資の金額 88,000千円

持分法を適用した場合の投資の金額 1,223,440千円

持分法を適用した場合の投資損失の金額 14,211千円

　

 

 

 

 

 

関連会社に対する投資の金額 88,000千円

持分法を適用した場合の投資の金額 1,281,376千円

持分法を適用した場合の投資利益の金額 26,497千円

（追加情報）

　当第１四半期会計期間から平成20年３月10日公表の

「持分法に関する会計基準」（企業会計基準委員会　企

業会計基準第16号）及び「持分法適用関連会社の会計

処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会　実

務対応報告第24号）を適用しております。

　これによる当第１四半期累計期間の持分法を適用した

場合の投資利益の金額への影響は軽微であります。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

(追加情報)

当第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成21

年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号  

平成20年３月21日)を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、本社に商製品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は、取り扱う商製品・サービスについ

て包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。したがって、当社は、事業本部を基礎とした商製品

・サービス別のセグメントから構成されており、「木材事業」及び「不動産事業」の２つを報告セグメン

トとしております。各報告セグメントの事業内容は次のとおりであります。

木材事業 ・・・・ 木造住宅用防腐土台及び鉄道用枕木の製造・販売、柱や梁等の構造材、２×４住

宅用のランバー及び合板の販売、木造軸組プレカット部材及び２×４パネルの加

工・販売、戸建住宅の建築施工の請負等を行っております。

不動産事業 ・・・・ 倉庫・マンション等の賃貸を行っております。

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

　 　 　 　 (単位：千円)

　 木材事業 不動産事業 その他（注）１ 合計（注）２

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,097,391 56,834 157,969 4,312,194

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ―

計 4,097,391 56,834 157,969 4,312,194

セグメント利益 109,750 19,241 8,505 137,497

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、薬剤事業であります。

 ２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 579.63円
　

　 　

　 575.58円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 2,392,572 2,375,874

普通株式に係る純資産額(千円) 2,392,572 2,375,874

差額の主な内訳(千円) ― ―

普通株式の発行済株式数(株) 4,140,000 4,140,000

普通株式の自己株式数(株) 12,221 12,221

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 4,127,779 4,127,779

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

　

前第１四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 0.44円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純利益金額 17.72円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第１四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 1,832 73,130

普通株式に係る四半期純利益(千円) 1,832 73,130

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 4,128,209 4,127,779
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

大日本木材防腐株式会社(E00623)

四半期報告書

23/27



　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年８月５日

大日本木材防腐株式会社

取締役会  御中

栄監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    澤    田    　    博    印

　

社員
業務執行社員

　 公認会計士    横    井    陽    子    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大日

本木材防腐株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第131期事業年度の第１四半期会計期

間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ

・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法

人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、大日本木材防腐株式会社の平成21年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月10日

大日本木材防腐株式会社

取締役会  御中

栄監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    澤    田    　    博    印

　

社員
業務執行社員

　 公認会計士    横    井    陽    子    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大日

本木材防腐株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第132期事業年度の第１四半期会計期

間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成22年４月１日から平成22年

６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ

・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法

人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、大日本木材防腐株式会社の平成22年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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